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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月9日(2018.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーファクタントタンパク質ＡのＳＰ-Ｒ２１０受容体に特異的に結合するモノクロー
ナル抗体(ｍＡｂ)又はそのフラグメントであって、
　(Ｉ)以下を含む可変重鎖配列：
　ａ）配列ＧＹＩＦＳＤＹＹＭＲ(配列番号３)を含む重鎖相補性決定領域１(Ｐ２Ｈ１０-
ＨＣＤＲ１)；及び
　ｂ）配列ＤＩＮＰＫＮＧＤＴＦＹＮＱＫＦＫＧＫ(配列番号４)を含む重鎖相補性決定領
域２(Ｐ２Ｈ１０-ＨＣＤＲ２)；及び
　ｃ）配列ＲＥＧＤ(配列番号５)を含む重鎖相補性決定領域３(Ｐ２Ｈ１０-ＨＣＤＲ３)
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；及び、
　以下を含む可変軽鎖配列：
　ｄ）配列ＲＳＳＱＴＩＬＨＳＮＧＮＴＹＬＥ(配列番号６)を含む軽鎖相補性決定領域１
(Ｐ２Ｈ１０-ＬＣＤＲ１)；及び
　ｅ）配列ＫＶＳＫＲＦＳ(配列番号７)を含む軽鎖相補性決定領域２(Ｐ２Ｈ１０-ＬＣＤ
Ｒ２)；及び
　ｆ）配列ＬＱＧＳＨＶＰＬＴ(配列番号８)を含む軽鎖相補性決定領域３(Ｐ２Ｈ１０-Ｌ
ＣＤＲ３)；
を含むか、
　あるいは、
　(II)以下を含む可変重鎖配列：
　ｉ）配列ＧＹＴＦＴＤＹＡＭＨ(配列番号９)を含む重鎖相補性決定領域１(Ｐ４Ｇ４-Ｈ
ＣＤＲ１)；及び
　ii）配列ＶＩＳＴＹＮＧＮＴＫＹＮＱＫＦＫＤ(配列番号１０)を含む重鎖相補性決定領
域２(Ｐ４Ｇ４-ＨＣＤＲ２)；及び
　iii）配列ＡＲＴＤＹＤＮＧＤＹＶＭＤＹ(配列番号１１)を含む重鎖相補性決定領域３(
Ｐ４Ｇ４-ＨＣＤＲ３)；及び
　以下を含む可変軽鎖配列：
　iv）配列ＫＡＳＱＤＩＮＮＹＬＳ(配列番号１２)を含む軽鎖相補性決定領域１(Ｐ４Ｇ
４-ＬＣＤＲ１)；及び
　ｖ）配列ＲＡＮＲＬＶＤ(配列番号１３)を含む軽鎖相補性決定領域２(Ｐ４Ｇ４-ＬＣＤ
Ｒ２)；及び
　vi）配列ＬＱＹＤＥＦＰＬＴ(配列番号１４)を含む軽鎖相補性決定領域３(Ｐ４Ｇ４-Ｌ
ＣＤＲ３)；
を含む、モノクローナル抗体又はそのフラグメント。
【請求項２】
　前記(Ｉ)のモノクローナル抗体又はフラグメントが、ＳＰ-Ｒ２１０受容体のＳＰ-Ｒ２
１０Sアイソフォームのみに特異的に結合し、前記(II)のモノクローナル抗体又はそのフ
ラグメントが、ＳＰ-Ｒ２１０受容体のＳＰ-Ｒ２１０S及びＳＰ-Ｒ２１０Lアイソフォー
ムに特異的に結合する、請求項１に記載のモノクローナル抗体又はそのフラグメント。
【請求項３】
　前記モノクローナル抗体又はそのフラグメントが、部分的に又は完全にヒト化されてい
る、請求項１に記載のモノクローナル抗体又はそのフラグメント。
【請求項４】
　ヒトＩｇＧ定常領域を含んでいる、請求項３に記載のモノクローナル抗体。
【請求項５】
　請求項１に記載のモノクローナル抗体又はそのフラグメントを含む、医薬組成物。
【請求項６】
　個体におけるウイルス感染症又は細菌感染症を治療するために用いられる、請求項５に
記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記個体が、ウイルス性インフルエンザ感染のための治療を必要としている、請求項６
に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記個体が、ウイルス性インフルエンザ感染に関連する肺炎を有している、請求項７に
記載の医薬組成物。
【請求項９】
　請求項１に記載のモノクローナル抗体又はそのフラグメントをコードしている発現ベク
ター。
【請求項１０】



(3) JP 2017-527268 A5 2018.4.19

　生体外細胞培養物であって、当該細胞培養物中の細胞が、請求項１に記載のモノクロー
ナル抗体又はそのフラグメントを発現する、細胞培養物。
【請求項１１】
　請求項１に記載のモノクローナル抗体をコードするポリヌクレオチド配列を含む、ハイ
ブリドーマ。
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